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01町
田
市
に
は
祭
囃
子
や
獅
子
舞
、
粉
屋

踊
り
、
地
芝
居
、
神
楽
な
ど
様
々
な
民
俗

芸
能
が
存
在
し
て
い
る
。
中
に
は
16
世
紀
に

始
ま
り
4
0
0
年
以
上
に
わ
た
り
、
地
域
で

受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
も
あ
る
。

現
在
、
町
田
市
で
無
形
民
俗
文
化
財
に

I N T A N G I B L E  C U L T U R A L  A S S E T S

町
田
の無

形
民
俗
文
化
財

指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は
5
つ
。

い
ず
れ
も
地
域
に
息
づ
く
大
切
な
伝
統
と

し
て
親
し
ま
れ
地
域
住
民
や
保
存
会
に
よ
っ

て
脈
々
と
継
承
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
獅
子

舞
や
お
囃
子
は
奉
納
さ
れ
て
い
る
神
社
の
例

大
祭
等
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

1

2

1. 天狗や河童が登場するの
も金井獅子舞の特徴　2. 正
月には獅子舞と河童の面が
本殿に飾られる

金
井
獅
子
舞
　
9
月      

日
（
日
）

矢部八幡宮獅子舞　9月16日㈰

箭 
や

幹
がら

八幡宮　町田市矢部町2666

元亀・天正年間（1570年代）に始まったと言われ、
木曽や矢部の例祭、奥宮開扉の大祭などで奉納され
てきた獅子舞。獅子宿から神社境内までの道

みち

行
ゆき

と、
木曽町祭礼での神輿巡幸の先導の役目をすること
が特徴。

獅子舞

寛
文
年
間（
1
6
6
1
年
〜
1
6
7
2
年
）に
、村
の
平
穏
無
事
と
五
穀
豊

穣
、そ
し
て
干
ば
つ
に
備
え
慈
雨
を
乞
う
意
味
で
竜
頭
の
獅
子
が
考
案

さ
れ
、八
幡
神
社
に
奉
納
し
た
の
が
起
源
と
伝
え
ら
れ
る
。
舞
は
、一
匹

の
雌
獅
子
を
二
匹
の
雄
獅
子
が
取
り
合
い
、河
童
が
行
司
役
を
す
る
と

い
う
三
匹
獅
子
舞
形
式
。

大
戸
囃
子
　
8
月
3
日（
金
）・
4
日（
土
）

天
保
年
間（
1
8
3
0
年
〜
1
8
4
3
年
）頃
に
伝

わ
っ
た
、江
戸
神
田
下
町
囃
子
の
系
統
を
ひ
く
祭
囃
子
。

笛
・
鉦
・
太
鼓
に
よ
る
五
人
囃
子
で
、舞
は
獅
子
・

白
狐
・
ひ
ょ
っ
と
こ
・
お
か
め
・
狸
な
ど
が
曲
に
合
わ

せ
て
踊
り
、演
奏
を
盛
り
上
げ
る
。
町
田
市
以
外
の
多

く
の
地
域
で
も
こ
の
ス
タ
イ
ル
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

丸
山
獅
子
舞
　
8
月
19
日（
日
）

元
和
三
年（
1
6
1
7
年
）、長
巌
法
院
が
相
原
の
諏
訪
神
社
の
再
興
を
図
っ

た
と
き
、村
民
が
五
穀
豊
穣
と
氏
子
安
泰
を
祈
願
し
奉
納
し
た
と
さ
れ
る
。

「
花
が
か
り
」と
言
わ
れ
る
獅
子
舞
で
、二
頭
の
雄
獅
子
が
牡
丹
の
花
か
げ
に

隠
れ
た
一
頭
の
雌

獅
子
を
め
ぐ
っ

て
争
い
を
は
じ
め
、

仙
人
が
解
決
す

る
。昨
年
5
月
に

は
奉
納
4
0
0

年
記
念
行
事
も

執
り
行
わ
れ
た
。

三
ツ
目
囃
子
　
7
月
28
日（
土
）

江
戸
時
代
、将
軍
吉
宗
が
若
者
の
健
全
な
娯
楽
と
し
て
推
奨
し
て
い
た

江
戸
囃
子
。
そ
の
一
つ
、三
ツ
目
囃
子
が
小
山
町
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
江

戸
時
代
後
期
と
さ
れ
る
。
幕
末
か
ら
明
治
維
新
に
際
し
、一
時
下
火
に

な
っ
た
が
、明

治
12
年
に
復
活
、

現
在
に
至
る
ま

で
盛
大
に
行
わ

れ
昭
和
28
年
に

は
高
松
宮
杯
を

受
賞
。

金井八幡神社
町田市金井町2686

獅子舞は地元の保存会が中心とな
り、地域の小学生などが舞い、次世代
へ受け継がれている

諏訪神社　町田市相原町1743

装飾も豪華な山車で小山町の三ツ目
地区を練り歩く

山王山日枝神社
町田市小山町3747

ししまい

はやし

1

2

八
雲
神
社
　
町
田
市
相
原
町
4
3
9
3

囃子 例
祭
の
日
に
は
山
車
の
上
で
約
8
キ
ロ
の
道
の
り
を
移
動
す
る
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今
も
昔
も

お
祭
り
は
日
本
人
の
心
を
く
す
ぐ
る
、

大
切
な
瞬
間
。

無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
獅
子
舞
や
お
囃
子
、

威
勢
の
い
い
祭
り
衆
で
町
が
活
気
づ
く
神
社
の
お
祭
り
、

街
が
一
つ
に
な
る
熱
い
お
祭
り
、一
挙
に
ご
紹
介
。

お
祭
り
に行

こ
う

特
集

1
ひ
と
と
き

キラリ☆まちだ祭　ぞっこん町田’98

1
・
獅
子
か
ら
振
り
落
と
さ
れ
る
五
色
の
御
幣
を
拾
う
と
、1
年
間
無
病
息
災
・

家
内
安
全
だ
と
い
わ
れ
る
　
2
・
神
輿
の
担
ぎ
手
が
着
る
白
衣
は
白
鳥
を
形

ど
っ
た
も
の

さ
さ
ら
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